
プレスリリース 5 月 19 日                                                          

 

バリシップ 2015 過去 大規模で開催 

16 の国と地域から 313 社が出展 

 

バリシップ 2015 が、5 月 21 日（木）から 23 日（土）の 3 日間、愛媛県今治市で開催されます。本展

示会は、西日本 大の国際海事展として隔年で開催され、4 回目となる今回は過去 大規模での

開催となります。 

 

世界の造船シェアの確保のた

めの韓国、中国との熾烈な競

争の中、国内の長きにわたる

経済不況も重なり、国内の海

事産業には厳しい状況が続い

ていました。しかし、アベノミク

スや為替の変動に後押しされ、

高い技術力と信頼性を武器に、

日本の海事産業は国際舞台の

中心に戻りつつあります。この

日本の造船業の復活に向けて、

今治の海事産業が担っている

役割は大きく、このような状況下で外航海運会社数・内航海運会社数・造船事業所数・舶用機器

企業数が日本 大の今治市で国際海事展が開催されることに一つ大きな意義があります。 

 

過去 3 回の成功を通じて国際海事産業におけるバリシップの認知度、注目度はともに一段と上昇

しており、今回は海外からの出展社数も過去 大となります。前回に引き続き韓国がナショナルパ

ビリオンを設置するほか、中国パビリオン、オランダパビリオンが新設されます。16 の国と地域から

313 社の海事産業に携わる企業が今治に集結し、3 日間で 15,000 人以上の来場者が展示会に訪

れ、活発な商談が繰り広げられます。 



 

また、バリシップには、その特徴的なコンセプトとして、前述の海事産業集積地でのビジネス展示会

としての側面と、一般市民に向けて海事産業の重要性を紹介し、その海事産業において今治企業

が担う役割をアピールすることで地場産業の活性化を図ることを目的とする側面があります。前回

同様に、今回も一般公開日となる展示会 終日の5月23日（土）には、多くの地元の児童、生徒が

展示会へ来場します。両親が従事する職場や産業を、展示会を通じて知ることができるのは、バリ

シップならではの特徴です。バリシップは日本の海事産業における新たなビジネスチャンスを創造

する機会であるとともに、海事産業の未来を担う次世代の育成のための一翼を担っています。 

 

【開催概要】 

名 称 ：バリシップ 2015 (BARI-SHIP 2015) 

日 程 ：2015 年 5 月 21 日（木）- 23 日（土）  

※21 日（木）・22 日（金） 業界関係者のみ来場可 

※23 日（土）のみ一般来場者も入場可 

時 間 ：10:00-17:00 ※ 終日のみ 16：00 まで 

会 場 ：テクスポート今治／旧今治コンピュータカレッジ／フジグラン今治 

入場料 ：無料（登録制） ※23 日の一般来場者は登録不要 

主 催 ：UBM ジャパン（株） 

後 援 ： 国土交通省、（一社）日本船主協会、日本内航海運組合総連合会、 

（一社）日本造船工業会、（一社）日本中小型造船工業会、日本船舶輸出組合、 

（一社）日本舶用工業会、（一財）日本海事協会、（一社）日本船舶電装協会、 

（一社）日本舶用機関整備協会、（公社）日本舶用海洋工学会 

特別後援：今治市 今治市海事都市交流委員会 

 

【出展社数】313 社 （バリシップ 2013：243 社）  

■ 国内出展社：243 社 （バリシップ 2013：187 社）   

■ 海外出展社：70 社 （バリシップ 2013：56 社） 

＜海外出展社内訳＞ 

韓国 20 社、中国 14 社、ドイツ 6 社、シンガポール 6 社、UK2 社、フランス 1 社、 

ノルウェー2 社、アメリカ 1 社、香港 1 社、オランダ 6 社、フィリピン 1 社、 

スイス 1 社、パナマ 1 社、台湾 3 社、タイ 1 社、UAE4 社 

 

【今回の特徴】 

●今治パビリオン！ 

大の展示スペースに過去 大数の出展社の出展社が集結する今年のバリシップには、過去の

開催同様、今治造船株式会社を筆頭に今治を代表する企業が集結する「造船パビリオン」、「海運



パビリオン」、「舶用機器パビリオン」が、A ゾーン入口に設置され、今治発の 新の海事情報を配

信します。 

 

●環境問題への提案 

今回の出展社の出展製品の傾向は、時代を反映し環境に配慮した商品、サービスが多く見られま

す。海事産業の大きなテーマの一つである「環境保全」に対応すべく、各社は 新の環境関連の

製品、サービスをバリシップで披露します。 

 

●展示会場拡大！「フジグラン今治」駐車場を活用し新ゾーンが誕生 

過去 3 回の展示会で使用した、テクスポート今治、旧コンピュータカレッジに加え、大型ショッピング

モール「フジグラン今治」一階駐車スペースに「F ゾーン」を新設し、展示スペースを拡大。新設した

「F ゾーン」には、韓国パビリオン、中国パビリオン、オランダパビリオンの海外パビリオンが設置され

ます。 

 

●充実の併催イベント 

日本郵船株式会社 会長 宮原耕治氏による基調講演をはじめ造船、舶用機器、海運のそれぞれ

の分野の代表者が集い「日本海事産業、成長への新たな針路」についてのパネルディスカッション

を展開する「国際会議」、日本海事協会、海上技術安全研究会、日本海運集会所、日本舶用工業

会、今治地区海運組合、そして日本船主協会など業界団体による「特別セミナー」や、各出展社が

自社の 新の製品・サービスを紹介する「出展社プレゼンテーション」など、会期 3 日間を通じ、多

彩なセミナーが併催され、展示会に併せ見どころ満載です。 

 

●5月23日(土)は一般公開日 

今年は、スペシャルゲストとして、元サッカー日本代表監督、現FC今治オーナーの岡田 武史 氏

が「今治からアジア、そして世界へ。スポーツを通じた地域活性化と次世代の人材育成!」と題し、

会期の 終日5月23日（土）に展示会場Cゾーン2F 特別セミナー会場 (13:30 – 14:30) でスペシ

ャルトークショーを開催します。 

 

【なぜ今治で海事展？】 

日本 大の海事都市、今治市とのパートナーシップによる開催 

バリシップを主催するUBM社は、英国に本社を置く国際BtoBメディア企業で、業界展示会の主催

を中心に世界的に活動を展開しています。日本の海事産業においては、1994 年より「SEA JAPAN」

を隔年にて開催をしています。一方、今治市では 2005 年に愛媛県東予地方の 12 市町村が合併し

新生「今治市」が発足。これにより世界的に活躍する有力企業を含む 17 の造船所、500 社を数える

海事関連企業を有する日本随一の海事都市となりました。その後、西日本を基盤にした新たな展

示会の発足、海事産業の PR、次世代へ向けた海事イベントの構想を進めていく中、両者の意向が



合致し、2009 年、本展を初開催する運びとなっています。本展は「海事都市今治」での開催という

特性を生かし地元海事産業との密着度の高いイベントの開催を通じ、今治市の掲げる海事都市構

想と連動し、日本海事業界全体のより一層の活性化に向けたイベントとして開催されます。 

 

■世界に類を見ない海事関連企業の一大集積地である今治市には、14 の造船所があり、船舶建

造隻数の国内シェアは 19%、そして市内や拠点のある造船会社グループ全体では 30％にのぼり、

国内で建造される 3 隻に 1 隻が今治市で製造されています。 

 

■今治で製造される 先端技術を駆使した舶用機器製品は国内のみならず海外からも常に高い

評価を受け、世界中の船舶に導入されています。 

 

■世界の 4 大船主として知られている「今治オーナー」は国内外航船の約 30%を所有し、 

国内外多くの海事関連企業が、商談のため今治を訪れます。 

 

 

【バリシップ 2015 のテーマ】 

1. 環境保全エコロジー 

新たなエネルギー資源の創出に向けた海底鉱物資源の開発は、大きなビジネスチャンスとな

っています。海洋エネルギー開発の新たなテクノロジーは、産業の発展には欠かせないものと

なっています。 

2. 海洋開発 

国際的な環境規制の強化により、環境に配慮した製品、サービスは、今後ますます注目を浴

びるカテゴリーの一つです。会期中は、関連したプレゼンテーションが多数行われます。 

3. 次世代人材育成 

  産業を拡大させていくためには、「人材育成」は も重要なテーマの一つです。 

バリシップ2015では、「人材育成」を今回テーマの1つとし、今後海事産業を担う人材の育成に

貢献します。 

 

業界関係者必見の併催イベントの数々 

業界のリーダーが、船主、造船、そして舶用機器メーカー、それぞれの視点から、海事産業の将来

像に関してパネルディスカッションを展開。海事産業の 新状況、法規制、技術革新といったテー

マを通じ、業界の将来像を討論します。 

 

【国際会議】 

～日本海事産業、成長への新たな針路～ 



会場: 今治国際ホテル2F・クリスタルホール  

定員: 400名 

 

5月21日（木） 

13:10 : 開幕挨拶 今治市長 菅 良二 氏  

13:15 - 14:25 : 基調講演 日本郵船 会長 宮原 耕治 氏 

14:45 - 16:15 : 造船パネルディスカッション 

パネリスト 

今治造船 代表取締役社長 檜垣 幸人 氏 

尾道造船 代表取締役社長 中部 隆 氏 

新来島どっく 代表取締役社長 門田 尚 氏 

常石造船 代表取締役社長 河野 健二 氏 

司会 : 伊藤忠商事 部門長代行 佐藤 浩 氏 

 

5月22日（金） 

9:30 - 10:30 : 特別講演 広島銀行 頭取 池田 晃治 氏 

10:30 - 11:30 : 特別講演 丸紅 会長 朝田 照男 氏 

13:15 - 14:45 : 舶用メーカーパネルディスカッション 

パネリスト 

渦潮電機 代表取締役社長 小田 雅人 氏 

MIJAC 代表取締役社長 信原 眞人 氏 

眞鍋造機 代表取締役社長 眞鍋 三雄 氏 

三井造船 アドバイザー 大津 正樹 氏 

ヤンマー 常務取締役 森本 繁 氏 

司会 : 日本郵船 常務経営委員 田中 康夫 氏 

 

15:00 - 16:30 : 船主パネルディスカッション 

パネリスト 

春山海運 代表取締役社長 今岡 次郎 氏 

瀬野汽船 代表取締役社長 瀬野 洋一郎 氏 

双輝汽船 代表取締役社長 藤澤 敏朗 氏 

洞雲汽船 代表取締役社長 大河内 源二 氏 

日鮮海運 代表取締役社長 阿部 克也 氏 

司会 : アンカー・シップ・パートナーズ 代表取締役社長 辻 肇 氏 

 

【特別セミナー】 



5月21日（木） 

13:45 - 14:45 : 日本海事協会 バラスト水管理セミナー 

・バラスト水管理条約発効に伴う検査・証書の対応について 

（一財）日本海事協会 機関部 主管 松本 知哉 氏 

・バラスト水処理装置の承認及びバラスト水管理条約に対する本会の取り組み 

（一財）日本海事協会 材料艤装部 主管 武田 克巳 氏 

・バラスト水管理に関わるコンサルティングサービス 

（株）ClassNK コンサルティングサービス 環境課長 髙橋 方彦 氏 

 

15:15 - 15:45 : 海上技術安全研究所セミナー 

コンピュータで船の周りの流れを計算する －CFDの 新技術－ 

海上技術安全研究所 流体性能評価系 CFD研究グループ長 平田 信行 氏 

15:45 - 16:15 : 船舶の排ガス規制動向と船上SOx除去の取り組み 

海上技術安全研究所 環境・動力系 環境分析研究グループ長 高橋 千織 氏 

 

5月22日（金） 

11:00 - 12:00 : 日本海運集会所セミナー 

石油天然ガスを巡る国際情勢（石油天然ガス貿易への影響） 

（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構 調査部主任研究員 永井 一聡 氏 

 

12:45 - 13:30 : 日本舶用工業会セミナー 

日本舶用工業会スマートナビゲーションシステム研究会の活動紹介とISO標準化提案 

寺崎電気産業（株） シニア・アドバイザー 

日本舶用工業会 スマートナビゲーションシステム研究会 幹事長 

                                                                 諸野 普 氏 

14:00 - 14:30 : 今治地区海運組合 講演会 

船舶検査の現状について 

四国運輸局 愛媛運輸支局 今治海事事務所 首席海事技術専門官（船舶検査官）  

浦崎 均 氏 

14:30 - 15:45 : 暫定措置事業の今後について 

日本内航海運組合総連合会 理事長 影山 幹雄 氏 

 

5月23日（土） 

10:30 - 12:30 : 日本船主協会セミナー 

わかりやすい 海運セミナー 

（一社）日本船主協会 海務部長(船長) 田中 俊弘 氏 



 

13:30 - 14:30 : バリシップ2015 特別企画スペシャルトークショー 

今治からアジア、そして世界へ。スポーツを通じた地域活性化と次世代の人材育成! 

ゲスト: FC今治オーナー、元サッカー日本代表監督 岡田 武史 氏 

 

【重要】 

こちらの「特別企画スペシャルトークショー」は撮影制限がございます。 

トークショーの撮影をご希望の方はバリシップ運営事務局(TEL: 03-5296-1020)までお問い合わせ

下さい。 

 

【地域密着・市民参加型イベント】 

バリシップは地域密着・市民参加型イベントをひとつの重要なコンセプトして掲げており、その一環

として一般公開日を設け、市民が海事産業に触れることのできる場を提供しています。過去 3 回の

バリシップでは 終日 3 日目を一般公開日としており、多くの地元企業、出展社の協力のもと日頃

見ることのできない造船所、舶用機器メーカーの工場見学ツアーや子供向けの特別イベントも多

数催され、多くの家族連れ、学生が参加しました。 

日頃あまり触れる機会のない海事産業に興味を持ってもらうことで、地場産業の活性化、ひいては

日本の海事産業に携わる次世代の人材育成を目指しています。 

今年も 終日の 5 月 23 日（土）を一般公開日とし、小中学生を対象としイベントも多数開催されま

す。 

 

＜本プレスリリースに関するお問い合わせ＞ 

UBMジャパン株式会社  

〒101-0044  

東京都千代田区鍛冶町1-8-3 神田９１ビル  

T: 03-5296-1020 F: 03-5296-1018 

担当：大内、梶山 

 


